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　この度、平成１７年４月１日付で京都大学における全学支援機構の一つとして「情報環境機構」が設置されました。

情報環境機構は、「教育・研究、学生支援、学術情報及び知的財産等の蓄積と活用、地域社会から国際社会までを視野

に入れた広汎な社会貢献、さらには機能的な組織運営といった

大学におけるあらゆる活動を支えるために必要な高い安全性、

利便性を備えた先端的な情報環境を構築、運営すること」を

目的とし、教員を中心とした学術情報メディアセンターと、

事務職員、技術職員及びＩＴ技術者を中心とした情報環境部

から構成され、両組織が一体となって高度な情報環境の実現を目指しています。

　２１世紀社会においては、情報技術が技術として独立に存在・発展することはなく、

人間の様々な活動形態や嗜好、さらには倫理観や価値観との関わりの中で生み育て

られると考えられ、情報技術と人間活動との一体化を図るヒューマンウェアという

視点が重要になるでしょう。

　情報環境はそこで活動する人々の思いや考え方を反映したものであり、その在り

方は時とともに常に変化しなければなりません。このため情報環境機構は、組織的

にも業務的にも完結したものと考えるのではなく、継続的な評価・点検を行いなが

ら自らを自律的に発展させていく必要があり、そのためのエネルギーの源として

皆様からのご支援、ご鞭撻を切にお願いする次第です。

京都大学情報環境機構長

松山隆司

設立にあたって

「情報環境」とは･････ハードウェア、ソフトウェアによって構成される「情報

基盤」の上に、多様な情報システムとそれらを利用する人間・組織とが一体

となった「ヒューマンウェア」を構築したもの

・ICカード　　　　　 ・RFタグ
・IP、携帯電話　　　  ・光通信、無線LAN
・PC、スーパーコンピュータ

ハードウェア

・電子教材　　　　　 ・e-learning
・データベース　　　 ・科学技術計算
・遠隔講義システム
・コンピュータ・リテラシー

コンテンツ・ソフトウェア

・情報リテラシー　　 ・情報倫理
・プライバシー　　　 ・著作権
・個人認証　　　　　 ・グループウェア
・情報セキュリティ　
・ヒューマン・インターフェイス

ヒューマンウェア
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　情報環境内でのユニバーサルかつ安全な活動を保証するための全学電子認証基盤の構築や、多種多様な人々の活動を支援するための

グループウェアの全学的・多面的活用、電話サービスとネットワークサービスの統合、さらにはソフトウェアや学術情報コンテンツといった

情報知財の体系的蓄積と学内外への情報発信にも積極的に取り組んでいくことを計画しております。

情報環境機構の目指すもの

効果的、効率的な情報基盤を構築、運営
遠隔講義およびe-learningシステムの全学的展開と電子教材開発
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業務システムの設計・構築・保守・管理

教育・研究・学術情報アーカイブ・ポータル

情報セキュリティ・個人認証・システム監査

遠隔会議・講義・生態観測システム
電話（PBX、IP電話）・学内情報ネットワーク・対外ネットワーク接続
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情報環境部
情報基盤・電子事務局サービス

事務本部
各部局事務部等

学術情報メディアセンター
研究・開発・教育支援サービス

情報環境機構
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・ＫＵＩＮＳ運用委員会

・ＫＵＩＮＳ利用負担金検討委員会

・ネットワーク情報システム運用委員会

・大型計算機システム運用委員会

・教育用コンピュータシステム運用委員会

・ＣＡＬＬシステム運用委員会

・メディア運用委員会

・評価委員会

・情報セキュリティ委員会

・広報教育委員会

・ソフトウェアライセンス管理運用委員会

･･････ 機構業務を遂行する以下の運用委員会を統括する

情報環境機構運営委員会

･･････ 全学情報基盤の整備等に関する企画・立案

情報環境整備委員会

情報環境機構 の各種委員会の役割

全学の情報基盤に関する企画、整備、管理及び運用

情報基盤に基づく多様な利用サービスの提供

高度かつ安全な情報環境の構築及び提供

高度な情報技術、情報活用能力を備えた人材の育成

・

・

・

・

情報環境機構 の主要な業務

　機構業務を情報環境部が、研究開発・業務支援を

学術情報メディアセンターが担当します。

情報環境機構の構成

法人組織 大学組織 情報環境機構

業務実施業務実施

技術支援技術支援

業務管理

報告・協議

兼任
副機構長

副機構長

主催

主催

主催

主催

参加

参加

参加

派遣

業務委託・調達

情報環境部 情報基盤・システム等の企画・管理・運営等業務・事務担当
参加

情報環境部長

情報企画課

電子事務局推進室

情報基盤課

情報システム管理センター

情報セキュリティ対策室

事務職員
技術職員
IT技術者

学術情報メディアセンター 研究開発・技術指導・教育等支援

・共同研究企画委員会

　　・大型計算機システム
　　・コンテンツ作成

ネットワーク研究部門

教員会議

コンピューティング研究部門

教員

教育支援システム研究部門

ディジタルコンテンツ研究部門

コンテンツ作成室

情報知財活用室

連携研究部門

全国共同利用運営委員会

協議員会

学術情報メディアセンター長

副センター長

主催

外部業者

運用委員会等情報環境機構運営委員会

情報環境整備委員会

電子事務局推進会議

部局

部局長会議

全学情報セキュリティ委員会

情報環境機構長
理事（情報基盤担当）　
理事（電子事務局担当）

業務連携
　　・ＫＵＩＮＳ運用委員会
　　・ＫＵＩＮＳ利用負担金検討委員会
　　・ネットワーク情報システム運用委員会
　　・大型計算機システム運用委員会
　　・教育用コンピュータシステム運用委員会
　　・ＣＡＬＬシステム運用委員会
　　・メディア運用委員会
　　・評価委員会
　　・情報セキュリティ委員会
　　・広報教育委員会
　　・ソフトウェアライセンス管理運用委員会

構内電話交換機専門委員会

計算機環境専門委員会


